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厚
生
労
働
省
は
二
月
十
七

日
、
自
民
党
本
部
で
行
わ
れ

た
厚
生
労
働
部
会
に
特
別
弔

慰
金
支
給
法
の
改
正
案
を
示

し
了
承
さ
れ
た
。
今
国
会
で

成
立
後
、
全
国
の
各
市
区
町

村
で
対
象
者
（
約
一
二
三
万

人
）
か
ら
の
申
請
受
付
を
開

始
す
る
。

　

了
承
さ
れ
た
「
戦
没
者
等

の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
支
給
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」
の
概
要
は
次
の

と
お
り
。 

【
制
度
の
概
要
】 

〇�

先
の
大
戦
で
国
に
殉
じ
た

軍
人
軍
属
等
の
方
々
に
思

い
を
い
た
し
、
戦
後
20
周

年
、
戦
後
30
周
年
、
戦
後

40
周
年
、
戦
後
50
周
年
、

戦
後
60
周
年
と
い
っ
た
特

別
の
機
会
を
と
ら
え
、
国

と
し
て
弔
意
の
意
を
表
す

る
た
め
、
一
定
範
囲
の
遺

族
（
子
、
兄
弟
姉
妹
等
）

に
対
し
て
特
別
弔
慰
金
を

支
給
。

※�

戦
没
者
等
の
遺
族
の
中

に
、
恩
給
法
の
公
務
扶
助

料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
の
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
遺
族
（
主
と

し
て
配
偶
者
）
が
い
な
い

と
き
、
先
順
位
者
一
名
に

支
給
。

〇�

支
給
は
、
無
利
子
の
記
名

国
債
の
交
付
に
よ
り
行
わ

れ
、
毎
年
の
償
還
日
に
均

等
に
支
払
い
を
受
け
る
。 

【
こ
れ
ま
で
の
経
緯
】 

〇�

昭
和
40
年
（
戦
後
20
周
年
）

に
制
度
が
創
設
さ
れ
、
以

後
、
昭
和
50
年
（
戦
後
30

周
年
）、
昭
和
60
年
（
戦
後

40
周
年
）、
平
成
７
年
（
戦

後
50
周
年
）、
平
成
17
年

（
戦
後
60
周
年
）
と
い
っ

た
機
会
に
、
10
年
償
還
の

特
別
弔
慰
金（
記
名
国
債
）

を
支
給
。

〇�

な
お
、
特
例
的
に
中
間
年

（
昭
和
47
年
、
昭
和
54
年
、

平
成
11
年
、
平
成
21
年
）

に
お
い
て
も
、
新
た
な
要

件
を
満
た
す
こ
と
と
な
っ

た
遺
族
に
対
し
、
６
年
償

還
（
昭
和
47
年
は
10
年
償

還
）
の
特
別
弔
慰
金
（
記

名
国
債
）
を
支
給
。

【
改
正
内
容
】 

〇�

戦
後
70
周
年
（
制
度
創
設

50
年
）
に
当
た
る
平
成
27

年
に
は
、
現
在
償
還
中
の

特
別
弔
慰
金
（
第
８
回
特

別
弔
慰
金
／
40
万
円
10
年

国
債
及
び
特
例
の
第
９
回

特
別
弔
慰
金
／
24
万
円
６

年
国
債
）
が
最
終
償
還
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
国
と

し
て
改
め
て
弔
意
の
意
を

表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等

の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
支
給
法
を
改
正
（
平

成
27
年
４
月
１
日
施
行
）

し
、
特
別
弔
慰
金
の
支
給

を
継
続
。

〇�

ご
遺
族
の
高
齢
化
等
を
踏

ま
え
、
償
還
額
を
年
５
万

円
に
増
額
す
る
と
と
も

に
、
５
年
償
還
の
国
債
を

５
年
ご
と
に
２
回
交
付
。

（
２
回
の
交
付
で
合
計
50

万
円
）
※
こ
れ
ま
で
中
間

年
の
改
正
に
よ
り
支
給
し

て
き
た
遺
族
に
つ
い
て

も
、
平
成
32
年
の
支
給
に

よ
り
、
併
せ
て
対
象
と
す

る
こ
と
が
可
能
。

　

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十

九
日
開
催
の
第
二
回
理
事
会

か
ら
付
託
さ
れ
た
「
組
織
の

運
営
に
つ
い
て
の
今
後
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
、
諮
問

機
関
と
し
て
設
置
し
た
財
政

特
別
弔
慰
金
支
給
法
の

改
正
案
を
審
議
・
了
承

問
題
特
別
委
員
会
（
委
員

長
・
須
々
木
壽
志
副
理
事

長
）
は
、
県
遺
族
連
盟
の
財

政
基
盤
の
中
心
で
あ
る
「
幸

町
会
館
の
運
営
」
に
絞
っ
て

慎
重
に
調
査
・
検
討
を
行
い
、

同
年
十
二
月
二
十
六
日
に
意

見
を
取
り
ま
と
め
て
理
事
長

に
答
申
書
を
提
出
（
答
申
の

詳
細
は
本
紙
平
成
二
十
六
年

一
月
号
に
掲
載
）
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
同
答
申
書
で
は
、

激
変
す
る
市
内
周
辺
環
境
に

あ
っ
て
、
今
後
の
幸
町
会
館

の
運
営
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
岡

山
駅
前
店
の
開
業
前
及
び
開

業
後
の
新
し
い
動
き
を
見
極

め
る
こ
と
が
不
可
欠
と
し
、

今
後
一
年
が
か
り
で
多
く
の

選
択
肢
か
ら
最
善
策
を
模
索

し
、
改
め
て
理
事
長
に
答
申

す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。

　

こ
の
た
め
、
同
委
員
会
は

現
入
居
者
へ
の
対
応
を
含
め

て
各
委
員
が
継
続
し
て
情
報

収
集
に
努
め
、
平
成
二
十
六

年
六
月
十
四
日
に
第
四
回
委

員
会
、
同
年
十
月
五
日
に
第

五
回
委
員
会
、
そ
し
て
十
二

月
三
日
に
第
六
回
委
員
会
を

そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
幸
町
会

館
の
賃
貸
借
契
約
満
了
ま
で

の
対
応
に
つ
い
て
答
申
を
取

り
ま
と
め
、
平
成
二
十
六
年

十
二
月
八
日
、
岸
本
理
事
長

へ
最
終
答
申
を
提
出
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
答
申
書
は
次

の
と
お
り
。

「
幸
町
会
館
の
運
営
」

に
つ
い
て
の
最
終
答
申　

一�

．
賃
貸
借
契
約
期
間
満
了

ま
で
の
五
年
の
間
に
、
現

在
の
契
約
内
容
の
ま
ま
好

条
件
で
売
却
が
可
能
な
場

合
は
売
却
し
、
そ
の
基

金
・
果
実
で
組
織
を
運
営

す
る
。

二�

．
契
約
期
間
満
了
ま
で
の

間
、
前
述
の
様
な
方
向

性
・
動
き
が
な
い
場
合

は
、
新
た
な
契
約
条
件
と

し
て
定
期
借
款
を
設
定

し
、
双
方
対
等
な
形
で
再

契
約
を
行
う
。
但
し
、
定

期
借
款
契
約
の
設
定
に
つ

い
て
は
弁
護
士
等
、
専
門

家
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、

確
実
に
設
定
可
能
と
な
っ

た
場
合
は
早
々
に
作
業
に

着
手
し
て
、
遅
く
と
も
一

〜
二
年
前
か
ら
賃
借
人
と

交
渉
を
開
始
す
る
。

三�

．
会
館
周
辺
の
環
境
は
、

当
初
の
契
約
時
と
現
在
と

で
は
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
契
約
期
間
内
に
賃

料
の
値
上
げ
交
渉
を
行
う
。

四�

．
状
況
に
変
化
が
あ
れ

ば
、
必
要
に
応
じ
て
特
別

委
員
会
を
設
置
し
協
議
す

る
。

自由民主党
厚生労働部会

特別弔慰金の支給経緯

【戦後20周年】
特別弔慰金国債

額面３万円
10年償還

額面３万円
10年償還 額面

12万円
６年償還

額面
18万円
６年償還

額面
24万円
６年償還

額面
24万円
６年償還

平成37平成32平成27平成17
平成21平成11

平成7
平成元

昭和60昭和50昭和40
昭和47 昭和54

額面20万円
10年償還

額面30万円
10年償還

額面40万円
10年償還

額面40万円
10年償還 額面

25万円
５年償還

額面
25万円
５年償還

【戦後30周年】
第二回特別弔慰金国債

【戦後40周年】
第四回特別弔慰金国債

【戦後50周年】
第六回特別弔慰金国債

【戦後60周年】
第八回特別弔慰金国債

第九回
特別弔慰金国債

第七回
特別弔慰金国債

第五回
特別弔慰金国債

第三回
特別弔慰金国債

特別弔慰金国債に号

【戦後70周年】
※今回、継続・増額される特弔
第十回特別弔慰金国債
第十一回特別弔慰金国債

幸町会館の運営について
最終答申提出

県連盟財政問題特別委員会
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平成26年度女性部研修会
（２月７日：岡山ロイヤルH）

倉敷市・国富伊都さん
（旧満州地域訪問団）

倉敷市玉島・三宅　隆さん
（フィリピン地域訪問団）

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
女
性
部
は
二
月
七
日
㈯
、
岡
山
市
北
区
絵
図
町
の
「
岡
山
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
平
成
二
十
六
年
度
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
遺
児
巡
拝
へ
の
参
加
報
告
や
軍
歴
調
査
要
領
の
説
明
の
ほ
か
、
本
県

選
出
の
阿
部
俊
子
衆
議
院
議
員
（
農
林
水
産
副
大
臣
）
並
び
に
太
田
房
江
参
議
院
議
員

（
元
大
阪
府
知
事
）
の
講
演
を
拝
聴
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
研
修

会
は
、
県
下
各
市
郡
遺
族
会

の
女
性
部
長
ら
女
性
部
員
百

三
十
六
名
が
参
加
し
、
午
前

十
時
三
十
分
に
開
会
し
た
。

　

英
霊
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

岸
本
清
美
理
事
長
が
挨
拶
に

立
っ
た
。
岸
本
理
事
長
は
、

「
戦
後
七
十
年
、
我
が
国
は

戦
争
の
な
い
平
和
な
国
家
と

し
て
繁
栄
し
て
参
り
ま
し

た
。
そ
の
礎
と
な
っ
た
の
が

『
故
郷
と
家
族
を
護
る
』
そ

う
い
う
一
心
で
戦
っ
た
父
ら

私
た
ち
の
肉
親
で
あ
り
ま

す
。
ご
英
霊
の
皆
様
は
今
日

の
平
和
な
日
本
を
想
像
さ
れ

た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
平
和

な
社
会
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責
務

で
あ
り
ま
す
。
七
十
年
経
っ

て
も
、
こ
の
尊
い
英
霊
の
勲

を
後
世
に
伝
え
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
語
り
継

い
で
行
く
間
は
平
和
は
続
く

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
重
点
課
題
で
あ

り
ま
し
た
特
別
弔
慰
金
が
年

五
万
円
に
増
額
・
継
続
さ

れ
、
五
年
国
債
が
続
け
て
二

回
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
更
に
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
閉
館
し
ま
し

た
九
段
会
館
で
す
が
、
民
間

に
貸
し
付
け
を
行
う
法
律
の

一
部
改
正
が
昨
年
暮
れ
の
国

会
で
成
立
し
ま
し
た
。
法
律

は
新
た
な
建
物
を
建
設
し

て
、
そ
の
一
部
を
日
本
遺
族

会
が
利
用
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
、
会
員
皆
様
方

か
ら
の
ご
支
援
、
そ
し
て
日

本
遺
族
会
、
自
民
党
所
属
の

国
会
議
員
諸
先
生
方
の
ご
尽

力
の
賜
で
あ
り
、
改
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
総
理
の
靖
國
神

社
参
拝
を
は
じ
め
と
す
る
英

霊
顕
彰
問
題
で
す
。
今
、
日

本
遺
族
会
の
方
で
も
天
皇
陛

下
の
御
親
拝
を
い
た
だ
く
た

め
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

色
々
声
が
上
が
っ
て
お
り
ま

す
。
無
謀
な
作
戦
に
よ
り
、

多
く
の
将
兵
が
飢
え
や
病
気

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
責
任
者
で
あ
る
所
謂
Ａ
級

戦
犯
の
分
祀
に
つ
い
て
、
遺

族
会
内
で
も
色
々
な
ご
意
見

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
国
の
方
か
ら

特
弔
、
所
謂
祭
祀
料
も
継
続

さ
れ
ま
し
た
が
、
ご
英
霊
を

国
の
方
で
き
ち
ん
と
お
祀
り

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
運

動
を
続
け
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続

き
女
性
部
の
皆
様
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨

拶
。

　

続
い
て
、
秀
平
良
子
女
性

部
長
が
挨
拶
に
立
っ
た
。
秀

平
部
長
は
「
日
本
遺
族
会
女

性
部
は
昭
和
二
十
九
年
の
婦

人
部
結
成
以
来
、
昨
年
で
六

十
周
年
を
迎
え
式
典
を
挙
行

し
ま
し
た
。
妻
の
皆
様
方
が

育
て
て
こ
ら
れ
ま
し
た
婦
人

部
を
、
今
は
私
た
ち
遺
児
が

中
心
に
な
り
受
け
継
い
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
女
性
部
だ

け
で
は
何
も
出
来
ま
せ
ん
。

各
遺
族
会
の
役
員
・
会
員
の

方
々
と
手
を
取
り
合
っ
て
、

今
後
の
英
霊
顕
彰
や
組
織
の

在
り
方
を
考
え
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
肉
親
は
夢
も
希

望
も
振
り
払
い
、
言
い
残
し

た
い
こ
と
も
心
に
た
た
ん
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
今
、
私

た
ち
は
幸
せ
に
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
戦
後
七
十

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、
七
十
年
経
っ
て
も
私

た
ち
の
心
に
は
顔
も
知
ら
な

い
肉
親
へ
の
思
い
が
脈
々
と

生
き
続
け
て
い
ま
す
。
こ
う

し
て
縁
あ
っ
て
同
じ
会
場
で

研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
ご
英
霊
に
感

謝
し
、
実
り
多
き
研
修
会
に

な
り
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
を
結

ん
だ
。

　

次
い
で
、
研
修
会
に
ご
臨

席
を
い
た
だ
い
た
奥
西
道
浩

岡
山
県
護
國
神
社
宮
司
か
ら

ご
祝
辞
を
賜
っ
た
後
、
研
修

一
「
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
訪
問
団
」
へ
の
参
加
報

告
に
入
っ
た
。

　

先
ず
、
旧
満
州
地
域
訪
問

団
に
参
加
さ
れ
た
倉
敷
市
の

国
富
伊
都
さ
ん
が
報
告
を
行

っ
た
。

　

国
富
さ
ん
は
「
私
が
満
州

で
生
ま
れ
た
の
が
昭
和
十
九

年
十
二
月
、そ
の
五
カ
月
後
、

昭
和
二
十
年
に
父
は
現
地
で

召
集
さ
れ
、
終
戦
日
の
翌
日

の
八
月
十
六
日
に
戦
死
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。し
か
し
、

確
か
な
こ
と
は
判
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
母
は
暫
く
の

間
、
ま
だ
父
は
生
き
て
い
る

と
言
い
続
け
て
い
ま
し
た
。

私
が
小
学
校
五
年
の
時
、
戦

死
公
報
が
届
き
母
も
漸
く
納

得
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

訪
問
団
は
、
昨
年
八
月
四

日
に
成
田
を
出
発
し
て
現
地

を
巡
拝
し
ま
し
た
が
、
日
本

遺
族
会
の
皆
様
に
よ
り
父
の

戦
死
場
所
を
詳
し
く
調
査
い

た
だ
き
、
父
の
亡
く
な
っ
た

吉
林
省
の
延
吉
西
方
、
北
朝

鮮
の
国
境
近
く
に
あ
る
琿
春

で
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

帰
国
の
前
日
、
私
が
生
ま

れ
た
瀋
陽
の
町
に
行
き
ま
し

た
。
現
地
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か

ら
『
国
富
さ
ん
の
生
ま
れ
た

場
所
は
、
こ
の
ホ
テ
ル
か
ら

す
ぐ
の
近
所
で
す
よ
。
最
後

の
日
に
行
っ
て
見
た
ら
ど
う

で
す
か
。
ご
案
内
し
ま
す
』

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
朝
一
時

間
早
く
起
き
て
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
他
の
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
は
少
し
申

し
訳
な
い
気
持
ち
で
す
。

　

父
は
満
州
で
運
送
業
を
営

ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
召
集

後
は
母
が
仕
事
の
す
べ
て
を

取
り
仕
切
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
現
地
の
人
々
に
対
し

て
酷
い
仕
打
ち
を
し
た
日
本

人
は
、
終
戦
後
、
大
変
な
目

に
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た

が
、
母
は
従
業
員
を
大
事
に

し
て
い
た
こ
と
か
ら
随
分
慕

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
従

業
員
は
終
戦
後
も
暫
く
は
自

分
の
家
に
帰
ら
ず
母
の
も
と

で
暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
瀋
陽
の
公
園
に
は

毎
日
毎
日
、
日
本
人
難
民
が

押
し
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

人
々
に
母
が
お
握
り
を
配
っ

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
今
で
云
う
と
こ
ろ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
ょ
う
か
。

約
一
年
半
後
、
財
産
す
べ
て

を
現
地
に
置
い
て
、
遼
寧
省

の
葫
廬
島
（
こ
ろ
と
う
）
か

ら
引
揚
船
で
帰
国
し
ま
し
た

が
、
帰
国
し
て
か
ら
の
方
が

大
変
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　

皆
様
も
元
気
な
内
に
、
亡

き
父
の
足
跡
を
辿
っ
て
み
た

ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。
私
に

は
娘
と
息
子
が
い
ま
す
が
、

毎
年
い
た
だ
い
て
い
る
特
別

平
成
26
年
度
県
連
盟
女
性
部
研
修
会

県
下
各
遺
族
会
か
ら
百
三
十
六
名
が
参
加
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弔
慰
金
を
子
供
た
ち
に
渡

し
、
父
の
命
日
に
孫
ら
と
一

緒
に
墓
参
り
に
行
か
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
娘
や
息
子
た
ち

に
遺
族
運
動
を
引
き
継
い
で

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
報
告
し
た
。

　

続
い
て
、
倉
敷
市
玉
島
の

三
宅
隆
さ
ん
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

地
域
訪
問
団
の
報
告
を
行
っ

た
。
三
宅
さ
ん
は
「
戦
没
者

の
遺
児
の
皆
様
も
高
齢
化
が

進
み
、
近
年
、
慰
霊
友
好
親

善
事
業
も
定
員
割
れ
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
、

事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
い
う
こ
と
も

あ
り
本
日
の
研
修
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
昭
和

三
十
七
年
の
初
実
施
以
来
、

今
年
で
五
十
四
回
目
と
な
る

沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
大
行
進
は
、
沖
縄
戦

の
死
没
者
の
慰
霊
と
世
界
平

和
祈
願
を
目
的
と
し
、
沖
縄

戦
が
終
結
し
た
六
月
二
十
三

日
の
「
沖
縄
慰
霊
の
日
」
に

日
本
遺
族
会
と
沖
縄
県
遺
族

会
の
共
催
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
行
進
は
糸
満
市
内
中
心

第
54
回
沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進

部
か
ら
本
島
南
端「
摩
文
仁
」

ま
で
の
約
八
・
五
㎞
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
岡
山

県
遺
族
連
盟
ま
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
。 

▼
実
施
期
間　

六
月
二
十
二

日
㈪
〜
同
二
十
四
日
㈬
／
二

泊
三
日

▼
日
程
（
概
要
） 

【
６
月
22
日
㈪
】
那
覇
市
内

の
ホ
テ
ル
集
合
（
午
後
三
時

か
ら
受
付
開
始
）
〜
結
団
式

〜
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
前

夜
祭
（
泊
）

【
６
月
23
日
㈫
】
平
和
祈
願

大
会
〜
平
和
祈
願
慰
霊
大
行

進
〜
政
府
主
催
戦
没
者
追
悼

式
〜
懇
親
会
（
泊
）

【
６
月
24
日
㈬
】
朝
食
後
、

流
れ
解
散
。

▼
参
加
資
格

⑴�　
全
戦
域
に
お
け
る
戦
没

者
の
遺
族
。

⑵�　
八
・
五
㎞
の
道
程
を
行

進
で
き
る
心
身
と
も
に
健

康
な
方
。（
救
護
車
有
）

▼
参
加
費
用　

三
万
円
程
度

で
検
討
中
。（
但
し
、
二
名
又

は
三
名
一
室
の
料
金
）

※
シ
ン
グ
ル
部
屋
は
別
途
追

加
料
金
が
必
要
。（
予
約
状
況

に
よ
り
ご
希
望
に
添
え
な
い

場
合
有
）

※
参
加
費
用
に
は
自
宅
か
ら

集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通

費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

航
空
券
等
は
各
自
で
手
配
・

負
担
と
な
り
ま
す
。

※
慰
霊
の
日
の
関
係
か
ら
航

空
便
は
混
雑
し
ま
す
の
で
予

約
は
お
早
め
に
。

※
参
加
経
費
の
一
部
を
県
連

盟
で
補
助
し
ま
す
。 

▼
申
込
締
切　

５
月
18
日
㈪

（
日
遺
締
切
）

　

私
の
父
の
戦
没
地
は
レ
イ

テ
島
で
す
。
今
年
は
戦
後
七

十
年
の
節
目
の
年
で
す
が
、

戦
争
で
父
や
肉
親
が
い
な
く

な
っ
た
為
に
、
良
い
方
か
悪

い
方
か
判
り
ま
せ
ん
が
人
生

が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

普
通
で
し
た
ら
真
っ
当
な
人

生
を
送
り
、
大
き
な
狂
い
も

な
か
っ
た
人
生
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
の
巡
拝
に
参
加
さ
せ

た
い
た
だ
い
た
理
由
の
一
つ

は
、
肉
親
が
国
内
で
亡
く
な

っ
た
場
合
は
、
様
々
な
機
会

に
お
墓
参
り
が
で
き
弔
う
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
外
国
の

場
合
は
そ
う
は
い
か
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

二
つ
目
は
現
在
の
一
般
家
庭

で
は
五
十
回
忌
を
行
う
の
は

難
し
い
時
代
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
お

陰
様
で
今
回
、
七
十
回
忌
と

い
う
年
に
巡
り
合
わ
せ
ま
し

た
。
私
の
目
と
体
で
弔
っ
て

や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
私
も
老
境
に

な
り
フ
ィ
リ
ピ
ン
ま
で
行
く

気
力
も
体
力
も
無
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
七
十
年
の
節
目

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
最
後

の
弔
い
と
し
て
踏
ん
切
り
を

つ
け
た
訳
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
戦
地
は
ど
こ

で
も
そ
う
で
す
が
、
亡
く
な

っ
た
方
の
半
分
以
上
は
餓
死

と
か
病
気
が
大
部
分
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
。
レ
イ
テ
島
は

激
戦
地
で
あ
り
ま
し
た
。
父

が
戦
闘
で
亡
く
な
っ
た
の

か
、
或
い
は
餓
死
か
病
気
で

亡
く
な
っ
た
の
か
判
り
ま
せ

ん
が
、
何
れ
に
し
て
も
最
後

は
悲
惨
な
も
の
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
言
い
た
い
こ
と
も

言
え
ず
、
言
い
残
し
た
い
こ

と
も
多
分
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
言
え
ず
寂
し
く
あ
の
世

に
旅
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
ま

す
と
、
是
非
行
っ
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
父
も
来

て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
、
参
加
を
決

意
し
た
次
第
で
す
。

　

今
回
一
緒
に
参
加
さ
れ
た

遺
児
の
皆
様
も
、
な
か
な
か

決
心
が
つ
か
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
最
初
は
知
ら
な
い
同

士
で
心
配
で
し
た
が
、
同
じ

境
遇
の
遺
児
と
い
う
立
場
に

あ
り
ま
し
た
の
で
、
巡
拝
期

間
中
は
お
互
い
に
助
け
合
い
、

厳
粛
且
つ
楽
し
い
慰
霊
の
旅

と
な
り
ま
し
た
。

　

『
行
っ
て
良
か
っ
た
。
積

年
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
』
と
大
変
喜
ば
れ
、

ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
方

が
殆
ど
で
し
た
。
皆
様
方
も

是
非
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ

き
、
父
や
肉
親
が
眠
る
所
を

訪
ね
て
い
た
だ
き
た
い
」と
、

現
地
の
方
々
の
交
流
も
併
せ

て
説
明
、
報
告
を
終
え
た
。

　

続
い
て
研
修
二
に
入
り
、

秀
平
女
性
部
長
が
、
兵
籍
簿

（
軍
歴
）
取
得
の
要
領
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

秀
平
部
長
は
「
私
は
父
の

顔
さ
え
知
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
父
の
戦
友
の
方
か
ら
聞
い

た
り
、
戦
友
会
な
ど
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
西
部
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
マ
ノ
ク
ワ
リ

野
戦
病
院
で
の
父
の
最
後
の

状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う

い
う
こ
と
で
、
父
が
靖
國
神

社
や
護
國
神
社
に
ど
う
い
う

形
で
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
の

か
調
べ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
改
め
て
祭
神

票
を
取
り
寄
せ
ま
す
と
、
祭

神
票
に
は
所
属
部
隊
名
の
記

載
は
な
く
、
死
没
地
も
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
と
し
か
記
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の

父
は
海
軍
所
属
で
し
た
の
で
、

資
料
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
厚

生
労
働
省
に
問
い
合
わ
せ
、

履
歴
を
取
り
寄
せ
た
訳
で
す
。

た
だ
、
そ
の
資
料
も
父
と
一

緒
に
行
動
さ
れ
た
戦
友
の
方

か
ら
お
聞
き
し
て
い
た
内
容

ほ
ど
完
璧
で
は
な
く
、
死
没

地
も
詳
細
な
場
所
の
記
録
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
部
隊
が
い
た
地
域
が
、

当
時
マ
ノ
ク
ワ
リ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
死
没
地
は
西
部
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
マ
ノ
ク
ワ
リ

と
推
定
さ
れ
る
と
の
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
い
う

い
こ
と
で
、
そ
の
後
、
靖
國

神
社
と
護
國
神
社
へ
祭
神
票

の
訂
正
と
追
加
記
載
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

終
戦
に
よ
り
破
棄
・
消
失

を
免
れ
た
兵
籍
・
履
歴
な
ど

は
陸
軍
の
場
合
は
各
都
道
府

県
、
海
軍
・
軍
属
は
厚
生
労

働
省
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
し
て
も
父
は
生
き
て
は

帰
り
ま
せ
ん
が
、
父
た
ち
の

足
跡
、
生
き
た
証
で
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
遺
児
が
調
べ
な

い
と
孫
や
曾
孫
の
世
代
が
し

て
く
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
今
年
は
戦
後
七
十
年
の

節
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

も
う
一
度
、
父
た
ち
の
履
歴

を
調
べ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
て
今
日
、提
示
し
ま
し
た
」

と
説
明
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、「
資
料
の
写
真
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
皆
様
方

が
心
を
込
め
て
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
折
鶴
を
千
羽
鶴
に
し

て
靖
國
神
社
や
護
國
神
社
、

千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
、
そ

し
て
沖
縄
や
外
国
地
域
戦
跡

慰
霊
巡
拝
な
ど
の
際
に
そ
れ

ぞ
れ
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ご
報
告
い
た
し

ま
す
と
共
に
、
引
き
続
き
奉

納
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
報
告
を
行
っ
た
。

　

昼
食
・
休
憩
後
、
午
後
一

時
か
ら
研
修
会
を
再
会
し
、

農
林
水
産
副
大
臣
（
衆
議
院

議
員
）
の
阿
部
俊
子
先
生
の

講
演
（
講
演
要
旨
は
別
掲
）

を
拝
聴
。
続
い
て
研
修
四
と

し
て
“
水
島
の
刻
印
”
と
題

す
る
ビ
デ
オ
を
放
映
し
た
。

　

こ
れ
は
、
倉
敷
市
亀
島
地

区
の
亀
島
山
地
下
特
殊
工
場

の
記
録
で
、
倉
敷
市
が
企
画

制
作
し
た
ビ
デ
オ
で
あ
る
。

戦
時
中
、
三
菱
重
工
業
水
島

航
空
機
製
作
所
（
現
三
菱
自

動
車
水
島
製
作
所
）
の
疎
開

工
場
と
し
て
、
亀
島
山
地
下

に
掘
ら
れ
た
大
小
三
十
三
本

の
ト
ン
ネ
ル
工
場
で
総
延
長

一
・
七
㎞
。
昭
和
十
八
年
頃

か
ら
掘
削
が
開
始
さ
れ
未
完

の
ま
ま
終
戦
を
迎
え
た
が
、

一
部
で
軍
用
機
の
部
品
が
製

造
さ
れ
て
い
る
。
ビ
デ
オ
で

は
、
近
代
的
な
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
群
の
一
角
に
あ
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
人
々
か
ら
忘
れ
去

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
戦
争

遺
産
の
継
承
と
保
護
が
語
ら

れ
て
い
る
。

　

ビ
デ
オ
放
映
後
、
遠
路
、

大
阪
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
た

だ
い
た
太
田
房
江
参
議
院
議

員
（
元
大
阪
府
知
事
・
元
岡

山
県
副
知
事
）
か
ら
ご
挨
拶

と
講
演
を
い
た
だ
い
た
後
、

事
務
局
が
、
特
別
弔
慰
金
の

継
続
・
増
額
を
は
じ
め
と
す

る
平
成
二
十
七
年
度
政
府
予

算
案
に
計
上
さ
れ
た
遺
族
処

遇
改
善
項
目
並
び
に
県
遺
族

連
盟
主
催
の
外
国
地
域
戦
跡

慰
霊
巡
拝
の
参
加
者
募
集
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、“
靖
國
神
社
の

歌
”
に
続
い
て
“
ふ
る
さ
と
”

を
全
員
で
合
唱
し
、
午
後
三

時
二
十
分
、
研
修
会
を
終
了

し
た
。
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平
成
二
十
七
年
二
月
行
事
表

６
日　

�

北
方
領
土
返
還
要
求
岡
山
県
民
大
会
（
岡
山
市
北
区
柳
町
・
さ
ん
太
ホ

ー
ル
）

７
日　

県
連
盟
女
性
部
研
修
会
（
岡
山
ロ
イ
ヤ
ル
Ｈ
）

11
日　

逢
沢
一
郎
新
春
の
集
い
（
Ｈ
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
）

26
日　

日
遺
第
６
回
理
事
会
（
靖
國
会
館
）

27
日　

日
遺
事
務
局
長
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
政
都
道
府
県
本
部
事
務
局
長
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

　
　
　

県
連
盟
監
査
会
（
県
連
盟
事
務
所
）

28
日　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
女
性
部
長
会
議
（
長
船
町
内
）

平
成
二
十
七
年
三
月
行
事
表

６
日　

県
連
盟
常
任
理
事
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

10
日　

赤
磐
市
遺
族
連
合
会
役
員
会
（
赤
磐
市
山
陽
総
合
福
祉
Ｃ
）

14
日　

県
連
盟
第
５
回
理
事
会
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

15
日　

岡
山
陸
軍
基
地
清
掃
（
岡
山
市
津
高
遺
族
会
）

16
日　

�

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
遺
族
会
護
國
神
社
参
拝
・
研
修
会
（
県
護
國
神
社
）

20
日　

県
連
盟
外
国
地
域
戦
跡
慰
霊
巡
拝
（
パ
ラ
オ
諸
島
方
面
）
四
泊
五
日

　
　
　

�

岡
山
陸
軍
墓
地
春
季
彼
岸
祭
（
岡
山
市
北
区
津
高
・
岡
山
陸
軍
墓
地
）

21
日　

｢

青
年
部｣

の
組
織
化
に
向
け
て
の
日
遺
研
修
会

（
東
京
都･

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
）
一
泊

26
日　

岡
山
市
北
遺
族
連
合
会
護
國
神
社
参
拝･

研
修
会
（
い
さ
お
会
館
）

28
日　

県
連
盟
第
４
回
評
議
員
会
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

30
日　

総
社
市
昭
和
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

平
成
二
十
七
年
四
月
行
事
表

３
日　

御
創
立
記
念
日
祭
・
崇
敬
会
祭
、
世
話
人
会
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

�

統
一
地
方
選
挙
／
岡
山
県
議
会
並
び
に
岡
山
市
議
会
議
員
選
挙
告
示

（
12
日
投
開
票
）

8
日　

岡
山
市
津
高
遺
族
会
総
会
（
岡
山
市
内
）

22
日　

岡
山
市
瀬
戸
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
一
泊

25
日　

都
窪
郡
早
島
町
戦
没
者
追
悼
式
（
早
島
町
中
央
公
民
館
）

　
　
　
遺
　
　
　
書

                

陸
軍
中
尉　

相　

良　

安
次
郎　

命　
　
　

     　

                         

昭
和
二
十
年
一
月
十
九
日　
　
　
　
　
　

   　

                           

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
に
て
戦
死　
　

 　

                             

熊
本
県
熊
本
市
寺
原
町
出
身　

二
十
五
歳

母
上
様　

色
々
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

安
次
郎
は
名
実
共
に
日
本
一
の
野
砲
兵
を
率
ゐ
、
赤
鬼
青
鬼
共
を
討
ち
平
ら

げ
に
征
き
ま
す
。

生
を
享
け
て
一
番
重
大
で
あ
り
、
亦
名
誉
あ
る
小
隊
長
と
し
て
幾
十
人
の
兵

達
と
生
命
を
倶
に
し
ま
す
。
総
反
攻
を
叫
ば
れ
て
待
つ
こ
と
暫
し
、
常
に
冷

静
沈
着
事
に
当
た
る
覚
悟
で
す
。

母
上
様
を
始
め
皆
様
方
も
十
分
御
身
体
を
御
大
切
に
相
成
り
、
御
幸
福
に
過

さ
れ
ん
事
を
切
望
し
ま
す
。

最
後
に
直
臣
兄
上
、
榮
子
姉
上
を
始
め
皆
様
に
安
次
郎
の
生
前
う
け
ま
し
た

る
御
厚
情
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

で
は
靖
國
で
。

                                             

安
次
郎　

母
上
様 

　
　
　
　

      　

 　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
文
の
ま
ま
）

　

                【
平
成
二
十
七
年
二
月
靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

講演する阿部衆議院議員

　

今
日
、
集
団
的
自
衛
権
に

つ
い
て
の
資
料
を
お
配
り
し

て
い
る
の
は
、
こ
の
集
団
的

自
衛
権
と
安
倍
総
理
が
提
唱

し
て
い
ま
す
積
極
的
平
和
主

義
に
つ
い
て
、
一
番
心
配
さ

れ
て
い
る
の
は
遺
族
会
の
皆

様
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

　

遺
族
会
の
会
合
で
、「
二
度

と
戦
争
は
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
声
を
直
接
ご
遺

族
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。

私
も
看
護
職
と
い
う
立
場
か

ら
、
こ
れ
ま
で
命
と
直
接
向

き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
患
者

の
皆
様
は「
家
に
帰
り
た
い
。

家
族
に
会
い
た
い
」
と
切
実

に
話
さ
れ
ま
す
。
ま
し
て
や

家
族
を
残
し
て
戦
場
に
赴
か

れ
た
方
々
は
、
ど
ん
な
に
辛

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
集
団
的
自
衛
権
と
積
極

的
平
和
主
義
に
つ
い
て
心
配

さ
れ
る
の
は
も
っ
と
も
な
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

外
交
問
題
は
様
々
で
す
。

議
員
に
な
っ
た
当
初
、
外
務

政
務
次
官
を
仰
せ
つ
か
り
、

ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
今
、
問

題
に
な
っ
て
い
る
中
東
を
担

当
し
ま
し
た
。
島
国
日
本
は

自
給
自
足
で
食
べ
て
行
け
ま

せ
ん
が
、
一
方
で
、
今
も
一

日
一
食
し
か
食
べ
ら
れ
な
い

国
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

国
々
の
子
供
た
ち
は
、
正
に

「
食
べ
れ
な
い
」
と
い
う
我

が
国
の
戦
後
と
一
緒
で
す
。

そ
う
い
う
国
々
へ
の
援
助
・

支
援
は
我
が
国
の
平
和
と
安

全
に
直
結
し
ま
す
。

　

安
倍
総
理
は
「
戦
争
は
決

し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
心
か
ら
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
私
た
ち
の
倫

理
観
が
通
じ
な
い
国
々
、

人
々
が
い
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
子
供
を
産
む
権
利
が
自

分
に
は
な
い
、
女
性
を
人
と

し
て
扱
っ
て
い
な
い
国
も
多

く
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
地

域
の
子
供
た
ち
の
教
育
と
共

に
、
問
題
が
発
生
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
人
を
送
り
、
日
本

の
発
言
力
を
強
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
お
金
だ
け
出
し

て
顔
を
見
せ
な
い
国
は
誰
か

ら
も
信
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

自
衛
隊
を
訪
問
し
た
際
、

自
衛
官
か
ら
「
一
番
戦
争
に

反
対
な
の
は
私
た
ち
で
す
。

万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら

私
た
ち
が
一
番
に
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｋ
Ｏ
な
ど
で

送
り
出
し
た
自
衛
官
が
、
一

体
ど
こ
ま
で
や
っ
て
い
い
の

か
と
い
う
こ
と
が
法
律
で
全

く
整
理
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

相
手
が
撃
っ
て
き
た
ら
、
或

い
は
他
の
国
が
攻
撃
さ
れ
て

い
る
時
、
自
分
た
ち
が
反
撃

し
た
ら
い
い
の
か
、
或
い
は

助
け
て
い
い
の
か
、
そ
れ
す

ら
整
理
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
自
衛
官
の
母
た
ち

は
ど
ん
な
思
い
で
お
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
無
事
に
帰
っ

て
き
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が

親
心
で
す
。

　

「
女
性
が
輝
く
」
と
い
う

こ
と
を
安
倍
総
理
は
ず
っ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
海
外

で
も
こ
の
こ
と
を
訴
え
て
欲

し
い
。
戦
争
が
起
き
た
時
、

問
題
が
起
き
た
時
、
病
気
や

貧
困
が
あ
る
時
に
一
番
に
被

害
に
遭
う
の
は
女
性
と
子
供

で
す
。
こ
う
い
う
国
々
へ
の

顔
の
見
え
る
援
助
は
、
将
来

の
我
が
国
の
安
全
保
障
に
も

繋
が
る
こ
と
で
あ
り
、
女
性

を
通
し
て
や
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
女
性
か
ら
の
視
点

は
非
常
に
大
切
で
す
。
子
供

を
産
む
、
育
て
る
、
長
生
き

す
る
、
皆
女
性
で
す
。
私
た

ち
も
日
本
の
平
和
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
ま
た
世
界
に
対

し
て
ど
う
拘
わ
っ
て
い
く
か

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
引
っ
越
し
が
で

き
な
い
お
隣
、
中
国
・
韓
国

と
の
問
題
は
次
世
代
に
先
送

り
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
時
代
に
起
き
た
こ
と
に
政

治
家
が
責
任
を
取
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
の
覚
悟
が
な

け
れ
ば
政
治
家
に
な
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。「
天
皇
陛
下
万

歳
、
靖
國
で
会
お
う
」
と
誓

い
合
っ
て
散
華
さ
れ
た
ご
英

霊
が
祀
ら
れ
る
靖
國
神
社

に
、
な
ぜ
天
皇
陛
下
が
参
拝

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

か
、
直
視
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
国
会
議
員

の
中
で
戦
争
を
奨
励
す
る
人

は
一
人
も
い
ま
せ
ん
し
、
美

し
い
戦
争
が
あ
る
は
ず
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

過
去
に
起
こ
っ
た
問
題
の

解
決
は
重
要
で
す
が
、
将
来

の
日
本
を
ど
う
し
て
い
く
の

か
と
い
う
こ
と
の
方
が
、
よ

り
重
要
で
す
。
皆
様
に
は
戦

争
の
悲
惨
さ
、平
和
の
尊
さ
、

命
の
大
切
さ
を
次
世
代
に
語

り
継
い
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
切
に
お
願
い
し
た
い
。
戦

争
で
肉
親
を
失
わ
れ
た
皆
様

方
ご
遺
族
の
声
は
非
常
に
重

い
の
で
す
。

阿部俊子衆議院議員
講 演 要 旨

平成26年度女性部研修会


